
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H29H28H27H26H25H24H23

◆岩手県の合板等用素材生産量は全国３位、宮古市では木材・木製品の製造品出荷額
等が年々増加傾向（県内シェア約３割）

◆宮古港周辺の木材加工会社では、県北地域からの原木と宮古港より搬入された輸入
材を加工し、関東方面へ出荷

◆今回の開通により、速達性・安定性が向上し、輸送効率化による地域産業の振興を支援

▼合板等用素材生産量（上位5県）

◆物流効率化による
地域産業を支援
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資料：令和元年木材統計（暦年）

▼宮古港周辺の木材輸送ルート

【県内シェア】■宮古市 ■奥州市 ■陸前高田市 ■北上市 ■八幡平市 ■その他
資料：各年工業統計 ※H29の岩手県内上位5都市を表示【製造品出荷額等】 宮古市

27％ 28％ 28％ 30％ 27％ 28％ 28％

《木材加工業者の声》

▼宮古市の木材・木製品製造業（家具を除く）の
製造品出荷額等と岩手県内シェア推移

28％ 30％

・今回の開通によって、原木輸送時間の短縮に期待している。
・運送業者としては5～10分でも早く到着したいため、一部整備に

よる時間短縮効果はかなり大きい。
・線形や勾配の厳しい区間が回避される効果は大きいと
感じている。

（H27.8、R2.5 宮古市の木材加工業者ヒアリング結果）

▼宮古市内の木材加工会社の搬入・搬出ルート例
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◆今回開通区間を含めた三陸沿岸道路・宮古盛岡横断道路の整備によるアクセス性向
上で、沿岸・内陸一体の広域周遊観光に期待

▼三陸沿岸地域※の観光客数の推移 ▼宮古市内の主な観光地

▼沿岸北部における周遊時間の変化▼宮古港からの90分圏域の変化

・目的地までの所要時間短縮により、 ツアー先の選択肢が増え、誘致時の大
きなセールスポイントとなる。

（R2.5 宮古市 ヒアリング結果）

・所要時間が短縮することで、内陸・沿岸一体となった広域周遊観光が可能
となり、さらなる交流人口の増加が期待される。

（R2.4 盛岡市 ヒアリング結果）

《各観光関係者の声》
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するもの

※時間圏は、H27全国道路・街路交通情勢調査
の昼間非混雑時旅行速度（上下平均）、お
よび事業中区間の設計速度をもとに算出

碁石海岸高田松原

宮古市

浄土ヶ浜（宮古市）

龍泉洞（岩泉町）

北山崎（田野畑村）
約15分
短縮

龍泉洞の滞在時間は現状60分
ほどですが、もう少しゆっくり見たかっ
たとの意見もあり、80～90分取れ
ればより満足度があがると思います。

(H29.1旅行代理店ヒアリング)

約15分
短縮

代表的な観光施設の周遊で
約30分の時間短縮を実現

滞在時間の増加等に

H30年3月開通
・田老岩泉道路

・宮古田老道路（部分開通）
＋

今回開通区間
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震災遺構「たろう観光ホテル」

◆広域周遊観光を支援

◆近年、三陸沿岸地域全体の観光入込客数は震災前まで回復し、外国人観光客は増加
傾向

◆三陸沿岸地域には、浄土ヶ浜や龍泉洞、北山崎など、魅力的な観光資源が数多く点在



◆災害時の代替性確保

◆今回の開通により、災害時の代替性が確保され、道路ネットワークの信頼性が向上

久慈地域の災害について

▼津波による被災状況
（宮古市田老地区）（H23.3）

▼台風19号による被災状況
（宮古第3トンネル）（R1.10）

▼台風19号による通行止め発生時の迂回状況
【八戸市ー宮古市間】

▼平均所要時間の変化（片道）

▼燃料費と高速料金の変化（片道）
（試算）

資料
●燃料費：「自動車排出係数の根拠」に記載の普通貨物の燃料消費率式を用いて算出

※速度は、各時点の商用車プローブの集計結果を用いて算出
※ガソリン価格は、各時点の岩手県内給油所の平均小売価格

●高速料金：R1年10月1日時点の盛岡南IC～八戸IC間における大型車の通常料金
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広域迂回により
輸送コストが増大
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東北道利用
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国道45号利用
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N=15
資料：
商用車プローブデータ（R1.10）
迂回時：10月13～20日

▼迂回経路の割合
【八戸市ー宮古市間】
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資料：商用車プローブデータ（R1.10） 通常時：10月1～12日、21～31日、迂回時：10月13～20日

資料：商用車プローブデータ（R1.10）
通常時：10月1～12日、21～31日 迂回時：10月13～20日

175

240

40

90

140

190

240

290

通常時 迂回時

広域迂回により
約65分の延長

（Ｎ＝58） （Ｎ＝14）

（分）

◆開通区間に並行する国道45号では、平成23年3月の東日本大震災や令和元年10月の
台風19号の影響により通行止めが発生
◆台風19号による通行止めでは、八戸市～宮古市間の物流において大幅な迂回が生じ、
輸送時間・コストが増大



◆岩手県のわかめ類の収穫量は全国１位、宮古市では震災以降、年々増加傾向
◆宮古市田老で収穫されたわかめは、三陸沿岸道路を利用して宮城県気仙沼市へ
集荷され、関東等の各市場へ出荷

◆今回の開通により、輸送時間短縮によるドライバーの拘束時間削減等が図られ、
地域産業の作業効率化、水産業の振興を支援

◆地域産業の
作業効率化を支援

《水産関係者の声》
・以前は、宮古市田老地区から気仙沼市まで約5時間かかっていたが、
現在は約3時間半で行けるようになった。

・今回の開通により、宮古市街地～田老間が三陸沿岸道路で繋がれ
ば、更なる時間短縮が期待される。
・所要時間が短縮されることで、ドライバーの拘束時間軽減等が
図られ、自社便での運行の可能性ある。そうなると、
出荷時間の制約がなくなる。

（R1.10 宮古市水産関係者 ヒアリング結果）
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資料：各年海面漁業生産統計調査（農林水産省）

増加傾向
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資料：H30年海面漁業生産統計調査（農林水産省）
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